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田
中
登
先
生
は
、
こ
の
三
月
末
に
定
年
を
迎
え
ら
れ
、
関
西
大
学
を
ご
勇
退
さ
れ
る
。
平
成
八
年
に
ご
着
任
さ
れ
、
実
に
二
十
四
年
の
長
き
に

わ
た
り
、
第
一
線
で
ご
活
躍
さ
れ
た
。

　

先
生
の
ご
学
問
は
古
筆
学
に
代
表
さ
れ
る
。
翻
っ
て
申
せ
ば
、
古
筆
学
と
は
す
な
わ
ち
田
中
学
で
あ
る
。
田
中
先
生
は
古
筆
学
を
代
表
す
る
碩

学
で
あ
る
。
主
著
『
古
筆
切
の
国
文
学
的
研
究
』（
平
成
九
年
・
風
間
書
房
）
や
『
平
成
新
修
古
筆
資
料
集　

全
五
集
』（
平
成
十
二
年
～
平
成
二

十
二
年
、
更
に
補
訂
稿
が
続
く
・
思
文
閣
出
版
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
著
書
・
編
書
多
数
で
あ
る
。
古
書
肆
や
骨
董
屋
を
巡
り
歩
い
て
、
掘
り
起

こ
さ
れ
た
数
々
の
新
資
料
を
縦
横
に
駆
使
し
て
田
中
先
生
の
高
み
に
至
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ご
学
問
は
関
西
大
学
の
学
問
と
な
り
、
こ
れ

か
ら
も
長
く
継
承
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
関
西
大
学
国
語
国
文
学
専
修
に
と
っ
て
恩
人
で
あ
る
。
幾
重
に
も
篤
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
学
内
業
務
に
お
い
て
も
、
文
学
部
学
生
相
談
主
事
・
国
語
国
文
学
専
修
代
表
・
関
西
大
学
図
書
館
長
・
関
西
大
学
協
議
会
協
議
員
な
ど
要

職
を
歴
任
さ
れ
、
関
西
大
学
の
た
め
に
も
多
大
な
る
ご
貢
献
を
さ
れ
た
。

　

一
方
そ
の
ご
講
義
は
大
変
専
門
的
で
格
調
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
流
の
機
知
や
諧
謔
に
富
ん
だ
洒
脱
な
も
の
で
、
学
生
・
大
学
院
生
を
魅

了
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
自
ら
お
育
て
に
な
っ
た
学
生
・
大
学
院
生
・
大
学
院
修
了
者
に
囲
ま
れ
て
お
ら
れ
る
田
中
先
生
で
あ
る
が
、
皆
々

こ
の
度
の
ご
退
職
を
残
念
に
受
け
止
め
て
い
る
。
定
め
で
あ
る
の
で
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
先
生
の
ご
研
究
の
発
展
と
ご
健
勝
を
お
祈
り

す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
更
に
こ
れ
か
ら
も
後
進
を
お
導
き
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
ご
多
幸
を
祈
り
上
げ
ま
す
。


